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精
神
科
臨
床
か
ら
み
た
教
職
員
の

一
　

は

じ

め

に

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
新
た
な
地
域
医
療
計
画
で
は
、

が
ん
や
糖
尿
病
な
ど
四
疾
病
五
事
業
に
新
た
に
精
神
疾
患
が
追
加
さ

れ
五
疾
病
と
な

っ
た
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
精
神
疾
患

の
患
者
数
は
三
二
〓
万^
人

（二
十
年
患
者
調
査
）
と
四
疾
病
そ
れ
ぞ

れ
の
患
者
数
を
上
回
り
、
糖
尿
病

（約
二
三
七
万
人
）
よ
り
も
多
く
、

が
ん

（約

一
五
二
万
人
）
の
三
倍
に
達
す
る
。
職
場
で
は
う

つ
病
の

患
者
数
が
年
々
増
加
し
、
国
民
に
広
く
関
わ
る
疾
患
と
し
て
重
点
的

な
対
策
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
精
神
疾
患
に
よ
り
休

職
し
て
い
る
教
職
員
は
平
成
　
卜
三
年
度
は
五
、
一
一七
四
人
と
深
刻

な
状
況
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
臨
床
現
場
で
の
実
情
と
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

分
　
０

．
日
中
又
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
全
て
の
活
動

へ
の
興
味
や
喜

び
が
減
退
　
０
著
し
く
体
重
が
減
少
ま
た
は
体
重
増
加
、
食
欲
の
減

退
ま
た
は
増
加
　
④
不
眠
ま
た
は
睡
眠
過
多
　
・⑤
精
神
運
動
性
の
焦

燥
ま
た
は
制
止
　
⑥
易
疲
労
性
、
ま
た
は
気
力
の
減
退
　
Ｏ
無
価
値

観
、
ま
た
は
過
剰
で
あ
る
か
不
適
切
な
罪
責
感
　
Ｏ
思
考
力
や
集
中

力
の
減
退
、
ま
た
は
ほ
ぼ
毎
日
の
決
断
困
難
　
Ｏ
死
に
つ
い
て
の
反

復
思
考
、
自
殺
念
虜
、
自
殺
企
図
。
こ
れ
ら
の
診
断
基
準
を
用
い
れ

ば
、
い
と
も
簡
単
に
う

つ
病
と
診
断
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

０
　
最
近
の
う

つ
病
事
情

最
近
、
旧
来
の
典
型
的
な
う
つ
病
の
様
態
と
異
な

っ
た
非
定
型
う

つ
病
と
い
わ
れ
る
患
者
が
増
え
て
い
る
。
三
〇
代
の
男
性
会
社
員
は

仕
事
で
の
ス
ト
レ
ス
、
人
間
関
係
の
問
題
か
い
抑
う
つ
気
分
、
全
身

倦
怠
感
、
興
味
の
低
下
、
不
眠
等
の
症
状
が
出
現
し
た
。
消
え
た
い

と
思
う
が
積
極
的
な
希
死
念
慮
は
な
い
。
抑
う

つ
症
状
が
強
く
入
院

し
た
が
、
気
分
転
換
を
し
た
い
と
外
泊
中
に
無
断
で
外
国
旅
行
を
し

た
。
〓
〇́
代
の
女
性
公
務
員
は
職
場
で
の
異
性
問
題
や
仕
事
の
ス
ト

レ
ス
か
し
抑
う

つ
気
分
や
自
傷
行
為
が
出
現
し
、
情
緒
不
安
定
に

な

っ
た
た
め
入
院
し
た
が
、
「ど
の
程
度
で
き
る
か
試
し
た
い
」
と

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
た
。
い
ず
れ
も
診
断
基
準
か
ら
、
入
院

時
は
う

つ
病
の
診
断
と
な

っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ⅳ
の
診
断
基
準
で

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
状
と
課
題

医
療
法
人
社
団
五
稜
会
病
院
理
事
長

中
　
　
島

公

博

一
一　
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

①
　
精
神
疾
患
と
精
神
科
診
断

抑
う
つ
状
態
の
人
に
つ
け
ら
れ
る
病
名
と
し
て
は
、
う

つ
病
、
神

経
症
性
う

つ
病
、
むヽ
気
障
害
、
身
体
化
障
害
、
むヽ
因
反
応
、
適
応
障
害
、

混
合
性
不
安
抑
う
つ
障
害
な
ど
が
あ
り
、
み
る
視
点
に
よ
っ
て
診
断

名
が
変
わ

っ
て
し
ま
う
。
精
神
科
の
診
断
基
準
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
１
１０

（Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
国
際
疾
病
分
類
第
１０
版
）
と
Ｄ
Ｓ
Ｍ

（
ア
メ
リ
カ
精
神
医

学
会
が
作

っ
た
精
神
障
害
の
診
断
と
統
計
の
手
引
き
）
の
二
つ
が
あ

る
。
Ｄ
Ｓ
Ｍ
で
の
う
つ
病
の
診
断
基
準
で
は
、
以
下
の
症
状
の
う
ち

五
つ
が
同
じ
二
週
間
の
間
に
存
在
し
、
病
前
の
機
能
か
ら
の
変
化
を

起
こ
し
て
い
て
、
少
な
く
と
も

．
つ
は
、
抑
う

つ
気
分
ま
た
は
興
味

ま
た
は
喜
び
の
喪
失
で
あ
る
。
①
ほ
と
ん
ど

一
月
中
の
抑
う

つ
の
気

は
、
非
定
型
う

つ
病
の
主
な
症
状
は
以
下
で
あ
る
。
Ａ
気
分
反
応
性

が
あ
る
。
楽
し
い
で
き
ご
と
に
反
応
し
て
気
分
が
明
る
く
な
る
。
Ｂ

次
の
特
徴
の
う
ち
二
つ
以
上
に
当
て
は
ま
る
。
①
著
し
い
体
重
増
加

ま
た
は
食
欲
の
増
加
が
あ
る
　
②
過
眠
で
あ
る
　
Ｏ
身
体
が
鈴
の
よ

う
に
重
く
な
る
　
④
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た

と
感
じ
て
、
長
期
間
、
人
と
関
わ
る
こ
と
を
拒
む
。

非
定
型
う

つ
病
は
典
型
的
な
う

つ
病
と
比
べ
る
と
、
感
情
の
反
応

性
、
食
欲
、
睡
眠
が
正
反
対
で
、
若
い
女
性
に
多
く
、
パ
ニ
ッ
ク
障

害
な
ど
他
の
心
の
病
気
を
合
併
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

〓
一　
精
神
科
病
院
で
の
治
療
の
実
際
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

ほ
　
ス
ト
レ
ス
ヶ
ァ
病
棟
、
復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
　
　
　
　
　
＜

う

つ
病
の
治
療
方
針
に
は
大
き
く
■
つ
が
あ
る
の
ま
ず
は
、
生
活

指
導
、
次
い
で
、
薬
物
療
法
、
精
神
療
法

・
心
理
療
法
で
あ
る
。
規

則
正
し
い
生
活
、
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
が
ど
ん
な
病
気
で
も

一
番
必

要
な
こ
と
で
あ
る
。
薬
物
療
法
と
し
て
は
、
抗
不
安
薬
、
抗
う

つ
剤
、

睡
眠
薬
な
ど
を
使
用
す
る
。
精
神
療
法
の
基
本
は
支
持
、
一受
容
、
傾

聴
、
保
証
で
あ
る
。
心
理
療
法
と
し
て
は
認
知
行
動
療
法
が
あ
る
。

患
者
の
不
適
応
状
態
に
関
連
す
る
症
状
や
問
題
を
治
療
の
標
的
と
し

て
、
学
習
理
論
や
行
動
科
学
の
諸
技
法
を
用
い
て
、
不
適
応
な
反
応

を
軽
減
し
、
い
か
に
適
応
で
き
る
よ
う
な
考
え
方
、
行
動
の
仕
方
を

(12)



身
に
付
け
る
か
を
学
習
さ
せ
て
い
く
治
療
法
で
あ
る
。
筆
者
の
勤
務

す
る
圧
稜
会
病
院

（以
下
当
院
）
は
、
主
に
う

つ
病
や
ス
ト
レ
ス
に

関
連
す
る
疾
患
を
対
象
と
し
た
、
ス
ト
レ
ス
ヶ
ァ

・
思
春
期
病
棟
（四

八
床
）
を
有
し
て
い
る
。
平
成
二
十
五
年
度
の
入
院
者
は
二
六
〇
人
、

平
均
年
齢
は
三
五
歳
で
、
約

一
～
三
か
月
の
入
院
治
療
を
行

っ
て
い

る
。
治
療
と
し
て
は
、
薬
物
療
法
、
精
神
療
法

・
心
理
療
法
に
加
え
、

集
団
療
法

・
グ
ル
ー
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
認
知
行
動
療
法
の
技

法
は
、
医
師

・
心
理
士
の
み
な
ら
ず
看
護
師
も
行

っ
て
い
る
。

一
方
、
当
院
で
は
う

つ
病
な
ど
で
休
職
と
復
職
を
繰
り
返
し
、
休

職
期
間
が
長
期
化
し
て
い
る
患
者
を
対
象
に
無
理
な
く
復
職
で
き
る

よ
う
に
復
職
支
援

（リ
ワ
ー
ク
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

（名
称
は
リ
ワ
ー
ク
・

ヴ
イ
レ
ツ
ジ
）
を
行

っ
て
い
る
。
目
的
は
、
生
活
リ
ズ
ム
の
立
て
直

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
習
得
、
職
場
ス
ト
レ
ス
ヘ
の

対
処
法
の
獲
得
な
ど
、
復
職
に
向
け
て
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で

あ
る
。
リ
ヮ
ー
ク
で
取
り
組
む
ポ
イ
ン
ト
は
、
睡
眠
や
食
事
な
ど
生

活
リ
ズ
ム
の
安
定
、
体
力

・
身
体
機
能
の
回
復
、
集
中
力

・
注
意
力

の
改
善
、
再
発
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
平
成
十
九
年
五
月
か

ら
平
成
二
十
四
年
四
月
ま
で
の
金
利
用
者

一
三
八
人
の
約

一
割
を
教

職
員
が
占
め
、
そ
の
復
職
率
は
八
割
と
高

い
。
ま
た
、
復
職
後

一
年

以
内
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
４
フ

（当
院
は
三
か
月
ご
と
）
に

一
度
で
も
参

加
し
た
復
職
者
が
、
参
加
し
な
か

っ
た
利
用
者
に
比
べ
、　
一
年
後
の

就
労
継
続
率
は
高
か

っ
た
。
継
続
的
に
定
期
的
な
受
診
と
セ
ル
フ

チ
エ
ツ
ク
を
行
い
、
再
発
リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

②
　
事
例
紹
介

個
人
が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
事
例
を
紹
介
す
る
。
身

体
の
激
し
い
痛
み
、
不
安

・
抑
う

つ
気
分
を
主
訴
に
来
院
し
た
五
〇

代
女
性
の
教
員
で
あ
る
。
Ｘ
年
三
月
、
自
宅
内
で
腰
を
ひ
ね
り
、
痛

み
が
強
く
、
整
形
外
科
を
受
診
し
た
が
、
特
に
問
題
は
な
か

っ
た
。
一二

月
下
旬
よ
り
、
仕
事
の
関
係
で
座
位
を
と
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
強
　
め

い
痛
み
が
は
し

っ
た
。
座

っ
て
も
立

っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
五
月
連
体
　
＜

に
は
更
に
悪
化
し
、
六
月
か
ら
足
を
引
き
ず
り
、
七
月
か
ら
は
松
葉

杖
歩
行
と
な

っ
た
。
神
経
内
科
で
入
院
精
査
を
し
た
が
異
常
は
な
く
、

そ
の
後
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
総
合
診
療
科
で
も
異
常
は
な
か

っ

た
。
内
科
病
院
に
入
院
中
に
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

教
育
委
員
会
で
は
、
日
常
生
活
が
困
難
で
休
職
の
手
続
き
の
た
め
に

も
何
ら
か
の
診
断
が
必
要
と
判
断
さ
れ
て
精
神
科
受
診
を
勧
め
ら
れ

た
。
十
月
、
当
院
を
紹
介
さ
れ
て
受
診
し
、
単
身
生
活
の
困
難
さ
、

精
神
科
疾
患
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
入
院
と
な

っ
た
。
腰

・
背
部
痛

を
強
く
訴
え
、
車
椅
子
で
の
移
動
で
あ
る
。
検
査
で
は
特
記
す
べ
き

こ
と
は
な
く
、
抗
う
つ
剤
等
の
薬
物
療
法

・
精
神
療
法

・
作
業
療
法

等
を
行

っ
た
。
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
が
、
時
に
は
歩
行
も
で
き

て
い
る
こ
と
、
検
査
上
も
特
に
異
常
は
な
い
こ
と
か
ら
身
体
化
障
害

の
診
断
と
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
の
つ
ら
さ
や
今
後
の
生
活
の
不
安
を
述

べ
た
が
、
現
状
の
中
で
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
行

っ
て
生
活
す
る
よ

う
に
指
導
し
た
。
給
与
が
出
な
く
な
る
こ
と
の
心
配
が
強
く
、
就
労

を
希
望
し
て
入
院

一
〇
か
月
後
に
は
自
宅
退
院
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、

車
椅
子
を
使
う
こ
と
も
な
く
、
歩
行
も
問
題
な
く
通
院
も
で
き
る
よ

う
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
リ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
復
職
し

た
。
本
例
で
は
、
器
質
的
な
異
常
は
な
く
、
家
庭
あ
る
い
は
就
労
上

の
何
ら
か
の
ス
ト
レ
ス
が
身
体
症
状
の
発
現
に
関
与
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
必
ず
改
善
す
る
と
保
証
し
、　
一
貫
し
た
治
療
方
針
が
結

果
的
に
は
本
人
の
病
状
回
復
に
つ
な
が

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

四
　
校
長
及
び
管
理
職
は
何
を
す
べ
き
か

教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
検
討
会
議
の
最
終
報
告

（平
成

二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
）
に
は
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
予
防
的
取
組
と
し
て
、
セ
ル
フ

ケ
ア
の
促
進
、
ラ
イ
ン
に
よ
る
ケ
ア
の
充
実
、
業
務
の
縮
減

・
効
率

化
、
相
談
体
制
等
の
充
実
、
良
好
な
職
場
環
境

・
雰
囲
気
の
醸
成
が

あ
げ
ら
れ
、
復
職
支
援
と
し
て
、
病
気
体
暇
の
取
得
時
点
か
ら
の
対

応
、
復
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
前
、
実
施
中
、
実
施
後
に
お
け
る
対

応
、
職
場
復
帰
後
の
対
応
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
レ
ス
の
な
い

職
場
な
ど
は
無
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
い
か
に
共
有
し
て
解
決

で
き
る
か
が
大
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
づ

く
り
、
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
学
校
内
に
留
ま
ら
ず
、
学

校
外
で
の
研
修
会
参
加
等
、
内
向
き
な
考
え
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配

慮
が
要
求
さ
れ
る
。
実
際
に
精
神
的
不
調
を
来
し
た
職
員
に
対
し
て

は
、
普
段
の
行
動
や
言
動
に
注
意
す
る
。
特
に
顔
の
表
情
は
精
神
状

態
を
物
語
る
。
早
期
の
医
療
機
関
受
診
勧
奨
や
主
治
医
と
の
連
携
が

必
要
に
な
る
。
病
状
に
つ
い
て
は
主
治
医
か
ら
確
認
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
精
神
的
に
弱

っ
て
い
る
職
員
に
対
し
て
は
支
持

二
受

容

・
保
証
が
大
事
で
あ
る
が
、
昨
今
の
よ
う
に
定
型
的
で
な
い
う

つ
　

１５

病
患
者
や
依
存
性
や
回
避
的
な
場
合
も
あ
り
え
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
に
は
単
に
受
容
ば
か
り
し
て
い
て
は
逆
効
果
に
も
な
り
か

ね
な
い
こ
と
も
あ
る
。
就
業
規
則
に
照
ら
し
て
、
職
場
と
し
て
で
き

る
こ
と
で
き
な
い
こ
と
の
枠
組
み
も
し

っ
か
り
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

社
会
全
体
が
弱
体
化
し
て
い
る
の
か
、
職
場
で
の
対
人
関
係
で
の

問
題
な
ど
適
応
不
全
を
来
す
患
者
が
多
い
。
他
者

へ
依
存
し
、
他
責

的
と
な
り
、
自
ら
考
え
行
動
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
学
校
管
理
者
は
、

援
助
や
指
導
、
見
守
り
を
必
要
と
す
る
が
、
根
本
的
解
決
に
は
な
ら

な
い
こ
と
も
多
い
。
社
会
性
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
、
小
さ
い

頃
か
ら
の
教
育
や
指
導
が
も

っ
と
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。


